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　本稿では、保育者養成課程に紙芝居を教育メディアとして用いることの意義を探る
ことを目的とし、総合演習での紙芝居をテーマとした数年間の教育実践を考察した。
ことに、学生が紙芝居を作ることにより、どのような学修成果が見られたかに焦点を
当てて検討した。
　その結果、学生たちは知識としてすでに学んでいることや、既成の紙芝居の実演を
通して学習した演じ方に関しても、自分のオリジナルな紙芝居を制作することで、よ
り深く再認識していることが明らかになった。
　作る過程では紙芝居のテーマを考えることが重要となるが、この経験は紙芝居を保
育に導入する場合に、「ねらい」を意識した保育メディアとして紙芝居を活用するこ
とにつながると期待できる。既成の紙芝居を使用する場合でも、保育の「ねらい」に
適切な紙芝居を選択することにもなるだろう。
　また、これまでほとんど実施されていない、子どもが作る紙芝居を保育実践に導入
する契機にもなる。その際、自分が制作した経験がどのような保育方法を取ればよい
か、指導案作りにも役立つであろうと考える。
　本研究から、学生が作ることの意義は充分に感得できた。そこで、教育方法として
体系化していくことが今後の課題となる。
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